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学
生
ジ

ュ
ニ
ア
ゴ
ル
フ

ゴ
ル
フ
の
第
４
回
沖
縄
学
生

ジ
ュ
ニ
ア
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｎ
選
手
権
最

終
日
は
２７
日
、
中
城
村
の
オ
ー

シ
ャ
ン
キ
ャ
ッ
ス
ル
Ｃ
Ｃ

（男

子
６
３
５
０
町
、
女
子
５
８
２

１
町
、
と
も
に
パ
ト
７．
）
で
最

終
ラ
ウ
ン
ド
を
行
い
、
男
子
は

２
位
と
６
打
差
の
首
位
で
出
た

比
嘉

一
貴

（本
部
高
２
年
）
が

３
ボ
ギ
■
い
２
ダ
ブ
ル
ボ
ギ
ー

の
７８
と
崩
れ
た
が
、
通
算
４
オ

ー
バ
ー
の
１
４
６
で
２
位
に
４

打
差
を
つ
け
て
逃
げ
切
っ
た
。

１
５
０
の
同
ス
コ
ア
で
、
２
位

に
は
玉
城
海
伍

（首
里
高
１

年
）
、
３
位
は
照
屋
佑
唯
智

（本

壺
昌
２
年
）
が
入
っ
た
。

女
子
は
２
位
と
７
打
差
の
首

位
で
出
た
新
垣
比
菜

（具
志
川

中
２
年
）
が
２
バ
ー
デ
ィ
ー
、

６
ボ
ギ
ー
、
２
ト
リ
プ
ル
ボ
ギ

「
の
８．
で
回
り
（
通
算
１２
オ
‐

バ
ー
の
１
５
４
で
２
位
の
金
城

和
歌
奈

（西
崎
中
１
年
）
を
２

打
差
で
振
り
切
っ
た
。

ド
ラ
イ
バ
ー
で
２
度
も
Ｏ
Ｂ
を

出
す
な
ど
７
オ
ー
バ
ー
な
が

ら
、
初
日
の

″貯
金
″
で
逃
げ

‐８
番
で
テ
ィ
ー
シ
ョ
ッ
ト
を
放
つ
比
嘉

一
貴
＝
オ
ー
シ
ヤ
ン
キ
ャ
ッ
ス
ル
Ｃ
Ｃ

（富
山
学
撮
影
）

切
っ
た
。
「良
い
も
の
が
特
に

な
か
っ
た
。
（６
打
差
の
ス
タ

ー
ト
で
）余
裕
が
あ
り
す
ぎ
て
ヽ

同
組
が
い
つ
も
の
メ
ン
バ
ー
と

い
つ
の
も
あ
っ
て
、
一泰
甲し
き

れ
な
か
っ
た
」
と
反
省
す
る
。

男
子
ナ
シ
ヨ
ナ
ル
チ
ー
ム
メ

ン
バ
ー
で
最
年
少
の
１７
歳
は

「下
手
な
プ
レ
ー
は
で
き
な
い

と
い
う
自
墓

を
持
ち
な
が
ら
、

年
明
け
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で

あ
る
国
際
大
会
に
備
え
て
膝
の

回
復
に
専
念
す
る
。
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８３
‐１
４．
、４２
）⑩
牧
野
嵐
望
■
５
８
（７７
、

８．
＝
３８
、
４３
）

▽
女
子
最
終
成
績
　
①
新
垣
比
菜
■

５
４
（７３
、
８．
＝
４２
、
３９
）
②
金
城
和

一歌
奈
■
５
６
（８．
、
７５
＝
３７
、
３８
）
〇

伊
波
杏
莉
・
６
０
（８。
、８。
＝
３８
、４２
）

④
玉
寄
妃
那
子
■
６
■
（８．
、８。
Ｈ
３９
、

４．
）
⑤
一一趙
黎
彗希
子
■
６
４
（８２
、
８２

＝
４２
、
４。
）
◎
神
田
雛
■
６
５
（８。
、

８５
＝
４４
、４．
）⑦
比
嘉
梨
沙
■
６
６
（８８
、

７８
＝
３８
、
４。
）
③
星
川
ひ
な
の
■
７
２

（８４
、
８８
＝
４６
、
４２
）
⑨
久
高
麻
世
■

７
３
（８８
、
８５
＝
４５
（
４。
）
⑩
金
城
愛

佳
■
７
３
（８５
、
８８
＝
４５
、
４３
）
〇
新

垣
沙
羅
■
７
３
（９。
、
８３
＝
４。
、
４３
）

（同
ス
コ
ア
の
順
位
は
マ
ンチ
ン
グ

・ス
コ
ア
カ
ー
ド
方
式
に
よ
る
）

女子は新垣 初優勝
○
…
新
垣
比
菜
（旦
釜
小川
中
）

は
後
半
に
崩
れ
た
が
、
何
と
か

初
優
勝
を
飾
っ
た
。

後
半
１
番
の
第
２
打
が
シ
ヤ

ン
ク
し
て
バ
ン
カ
ー
に
入
り
、

第
３
打
が
グ
リ
ー
ン
オ
■
バ

ー
、
さ
ら
に
３
パ
ッ
ト
で
ト
リ

プ
ル
ボ
ギ
ー
。
さ
ら
に
４
番
で

は
落
と
し
所
の
狭
い
第
２
打
が

Ｏ
Ｂ
と
な
り
、
こ
こ
も
ト
リ
プ

ル
。
２
位
に
７
打
差
で
出
な
が

ら
、
終
わ
っ
て
み
れ
ば
２
位
の

金
城
和
歌
奈

（西
崎
中
）
と
は

２
打
差
で
、
「こ
ん
な
に
打
っ

て
し
ま
っ
て
恥
ず
か
し
い
」
。

「昨
日
は
や
り
た
い
こ
と
が

全
部
で
き
た
け
ど
、〈フ日
は
『
入

れ
た
い
』
『
良
い
シ
ョ
ッ
ト
を

し
た
い
』
と
い
う
思
い
が
強
す

ぎ
た
。
今
年
最
後
の
試
合
で
、

満
足
で
き
る
優
勝
を
し
た
か
っ

た
」
と
、
年
明
け
の
ダ
イ
キ
ン

ア
マ
で
復
活
を
期
す
。

▽
男
子
最
終
成
績
　
①
比
嘉
一貴
■

４
６
（６８
、
７８
‐１
３９
、
３９
）
②
玉
城
海

伍
■
５
０
（７８
、
７２
‐１
３８
、
３４
）
③
照

屋
佑
唯
智
■
５
０
（７４
、７６
‐‐１３８
、３８
）

④
南
大
樹
■
５
２
（７６
、７６
＝
４．
、３５
）

〇
富
本
虎
希
■
５
４
（７６
、
７８
＝
４。
、

３８
）
０
山
本
幸
作
■
５
５
（７７
、
７８
＝

３９
、３９
）⑦
大
堀
裕
次
郎
■
５
７
（７７
、

８。
日
３９
、４．
）③
古
謝
良
弥
・
５
８
（７６
、

８２
＝
４２
、４。
）⑨
玉
城
元
気
■
５
８
（７５
、

新
垣
比
菜
が
最
終
日
１０
オ
ー
バ
ー
と
崩
れ
な
が
ら
も
逃
げ
切

っ
て
優
勝


